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7 月 の 異 動

阿 賀 町 の 人 口（7月31日現在）

■転　入………………………………………………… 18 人　

■転　出………………………………………………… 20 人

■出　生………………………………………………… 7 人　

■死　亡………………………………………………… 16 人　

■　男　 ……………………………………………  7,428 人

■　女　 …………………………………………… 7,961 人

■合 計 …………………………………………… 15,389 人

■世帯数 …………………………………………… 5,327 世帯

●赤ちゃん氏名　　　　　　　　  誕生日　　　保護者名　　       　住所

Vol. 5

「アルビレックス新潟の「アルビレックス新潟の
    試合観戦試合観戦」
「アルビレックス新潟の
  試合観戦」

町民の皆さん町民の皆さん2,0002,000名を名を町民の皆さん2,000名を

に無料ご招待！に無料ご招待！ に無料ご招待！ 

Ｊリーグディビジョン１　Ｊリーグディビジョン１　第2525節
アルビレックス新潟　アルビレックス新潟　対　サンフレッチェ広島　サンフレッチェ広島

Ｊリーグディビジョン１　第25節
アルビレックス新潟　対　サンフレッチェ広島

■日　　時/9月25日（日）午後3時試合開始（開門予定午後1時）

■会　　場/新潟スタジアム（ビッグスワン）

　　　　　　チケットはＳスタンド２層目自由席です。

　　　　　 ※状況により他の座席をご案内する場合があります。

■応募条件/阿賀町在住の方

■募集人員/２，０００名

■応募方法/往復はがきの往信裏面に、❶住所 ❷氏名・年齢 ❸電話番号　　

　　　　�������❹チケットの希望枚数（２枚まで）❺　後援会資料請求について���

　　　　　　記載し、返信用表面に返信先（ご自分の）住所・氏名をご記入の

　　　　　　上、下記のあて先までご郵送ください。

　　　　　　※往復はがきは各自にてご用意をお願いいたします。

　　　　　　　ご応募は、１世帯につき１通のみ有効とさせていただきます。　　　

　　　　　　　　応募多数の場合は抽選とさせていただきます。

■応募期限/９月12日（月）必着

■受け渡し/ご招待の可否を返信用はがきにてお知らせします。

　　　　　　（９月17日（土）を予定）お電話での可否についてのお問合せは

　　　　　　お答えいたしかねます。試合観戦は、当日、返信はがきを必ずご

　　　　　　持参の上、新潟スタジアムのＳゲートとＥゲートの間の「総合

　　　　　　案内所」にて、チケットとお引換え後にご入場となります。

■あ��て��先/〒950-0954　新潟市美咲町２－１－１０

　　　　　����ア ル ビ レ ッ ク ス 新 潟 後 援 会「 試 合 観 戦 ご 招 待 」係

■お問合せ/アルビレックス新潟後援会�・�國井�拓也 �☎025（282）0022

■往復はがき申込記入例�（はがきは見開きの状態です）

返信 往信

ここには何も
記入しないで
下さい。

《往信用表面》 《返信用表面》

〒950-0954〒959-□□□□
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★ 9月25日
　　サンフレッチェ広島 戦
　試合観戦ご招待申込み

❶�〒959 -□□□□
　 東蒲原郡阿賀町
　 □□□□番地

❷�お名前（年齢）
　�お名前（年齢）
❸�電話番号
❹�1枚または2枚
❺�アルビレックス新潟後援会
　　入会申込書
　　・希望する　・希望しない

返
信
先
の
ご
住
所
を

ご
記
入
下
さ
い

平成17年度主要事業費

区長合同会議

県消防大会

サラ先生お別れのメッセージ

県立津川病院からのお知らせ

子宮・乳がん検診お知らせ

阿賀町地域ニュース

あがスポーツ＆カルチャーInformation

各種お知らせ

編

集

後

記

………………… 2～3

………………………………… 4

………………………………… 6

……………… 7

……………… 8

………………… 9

……………………10～11

… 12～15

……………………………16～20

ご　結　婚 （敬称略）

お く や み （敬称略）

♥ご結婚した人                   　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

◆亡くなった人（年齢）　　　世帯主氏名                               　　　住所

………

………

………

………

………

………

写真提供/（株）アルビレックス新潟

渡 部　 　功（69歳）本　人 ………………………… 赤 岩  区

土 屋　福 栄（77歳）本　人 ………………………… 大 尾 区

小日山 光 行（76歳）本　人 ………………………… 五十島区

渡 部 セツ子（75歳）本　人 ………………………… 五十島区

加 藤 　ト ヨ（96歳）加藤　修 ……………………… 相高島区

深 津　テ ツ（94歳）深津英治 ……………………… 鹿 瀬  区

川 俣　健 三（80歳）本　人 ………………………… 津川 5区

玉 木　　 惠（80歳）本　人 ………………………… 荒  沢  区

松 野　幸 三（81歳）本　人 ………………………… 鹿  瀬  区

齋 藤　正 太（73歳）本　人 ………………………… 谷  沢  区

清 野 スイノ（90歳）清野　清 ……………………… 栄      区

佐久間  ア イ（89歳）本　人 ……………………あが野ニュータウン区

齋 藤　三 郎（90歳）本　人 ……………………あが野ニュータウン区

大江  鬼子郎（80歳）本　人 ………………………… 京ノ瀬区

柴 田　 　實（78歳）本　人 ………………………… 太  田  区

石 塚　百 代（69歳）石塚庸雄 ……………………… 天  満  区

坂 井  ミドリ（83歳）本　人 ………………………… 鹿 瀬 区
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五十嵐　文香(あやか)ちゃん（6月25日）重夫　   　   五十島区

山　口　和花(わか)ちゃん　（6月28日）孝一　         津川1 区

清　野　駿太(しゅんた)くん （6月26日）優一　　      上ノ山区

石　川　七暉(ななき)くん　（7月  3日） 英康　　      向鹿瀬区

長谷川　智則(とものり)くん　（7月  8日）桂嗣　      　向鹿瀬区

鈴　木　結菜(ゆいな)ちゃん（7月12日）幸二　　      鹿  瀬  区

伊　藤　大礎(だいき)くん　（7月19日）勝利　      　上ノ山区

小 池　    ……………………………………………谷  沢  区

山 本　紋 子 …………………………………………… 阿賀野市

渡 部　 和 ……………………………………………西会津町

宮 越　裕 子 …………………………………………… 鹿 瀬  区

松 村 好 宣 …………………………………………… 五十島区

郭　 　文  娟 ……………………………………………中      国

佐久間　   ……………………………………………谷 沢  区

高　　 英 玉 …………………………………………… 韓      国
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８月号　23　広報あが

・観光振興促進事業 …………………… ６，４８５万円
　（つがわ狐の嫁入り行列実行委員会補助金、阿賀の
　  川まつり実行委員会補助金など）

・やすらぎの大地整備事業 …………… ３，１１０万円
　（広谷川公園整備工事）
・街路灯管理事業 ……………………… １，１９３万円
・町道維持補修事業 …………………… ４，８３０万円
・道路除排雪事業  ………………… ３億６，９３１万円
・道路新設改良事業 ………………  ２億４，２４６万円
・緊急地方道路整備事業  ………… ３億１，２７０万円
・河川改修事業 ………………………… ３，８８５万円
・克雪住宅建設推進事業 ……………… １，９５０万円
・三川地区簡易水道施設整備事業 …… ３，６６５万円
・鹿瀬地区簡易水道施設整備事業 …… ３，０８１万円
・上川地区簡易水道施設整備事業

……………７億４，７１２万円
・合併処理浄化槽推進事業 …………… １，９８５万円

・一般常備消防費事業 ………………… ２，４２２万円
　（町消防署運営にかかる費用）
・消防団運営費事業　 …………………  ６，９５４万円
・非常備消防施設整備事業 …………… ２，７８８万円
　（消火栓・消防ポンプ車庫・サイレン付ホース乾燥
　  塔・防火水槽整備工事）
・常備消防施設整備事業　 ……………    １，１２５万円
　（救急車両艤装工事、高度救急医療資機材）

・上条小学校建設事業  …………… ５億１，７４９万円
・三川中学校耐震対策事業 …………… ２，９９１万円
・郡史編さん事業 ……………………… ３，１３０万円
・遺跡発掘調査費事業 ………………… １，２５９万円
・体育施設等維持管理事業 …………… ３，７７４万円
　（三川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール・体育館床改修工事）

2,276,189 113,722

14,920 　　　

148,916 　　　

1,092,570 　　　

83,107 　　　

4,781 　　　

11,690 　　　

3,632,173 113,722

（単位：万円）

・間伐等森林整備促進対策事業 ……… ８，４９６万円
　（基幹作業道大滝沢線開設工事）
・間伐等森林整備促進緊急条件整備事業

…………… ７，２２５万円
　（林道戸屋山線開設工事）
・林道開設事業 ………………………… ６，０７１万円
　（林道行地五十沢線開設整備工事）
・林道改良事業 ………………………… ４，９００万円
　（林道打出沢線橋梁改良工事）

・津川地区公共下水道整備事業 … ２億９，２９２万円
・広谷地区農業集落排水施設機能強化対策事業

…………… １億３，８１５万円
・新谷古岐地区農業集落排水施設整備

…………… ２億８，７９０万円
・五十島地区農業集落排水施設機能強化対策事業

…………… １億３１万円

・議会運営事業 ………………………… ７，８４４万円
　（議員報酬、会議録作成委託料など）

・合併対策事業 ………………………… ４，０８２万円
　（本庁舎等改修工事、看板修正委託料、町勢要覧作成委託料）
・ふるさとまつり開催事業  …………… １，１９３万円
　（鹿瀬地域・上川地域のふるさとまつりの実施）
・集落集会施設整備事業   ………… １億１，０２５万円
　（向鹿瀬・馬取集落集会施設整備工事）
・情報通信格差是正事業  ……………  ３，０７４万円
　（三宝分地区に移動通信用鉄塔施設整備）
・国勢調査外指定統計調査費事業  …… １，１４５万円

・社会福祉協議会助成事業  …………… ４，９８７万円
　（人件費、活動運営費等の補助）
・在宅介護支援センター管理運営事業

 …………… ２，６４４万円
・総合福祉保健センター（やまぶきの里）管理運営事業

 ……………… ４５０万円
・老人福祉センター（さわやかホーム角神）管理運営事業

  …………… １，９５４万円
・デイサービスセンター管理運営事業

…………… １，１２２万円
・コミュニティホーム管理運営事業

…………… １，３３１万円
・高齢者生活福祉センター管理運営事業

……………… ７４３万円
・高齢者生活支援ハウス管理運営事業

…………… ２，７６８万円
・一般障害福祉事業   …………………… １，１８２万円
　（知的障害者厚生施設建設負担金、重度心身障害者在宅介護手当など）
・重度心身障害者医療費助成事業

…………… ２，７８７万円
・施設訓練等支援費事業 ……………… ９，８６９万円
　（知的障害者施設訓練等支援）
・精神障害者医療費助成事業 ………… １，０８２万円
・一般老人福祉事業   …………………… ６，１９５万円
　（長寿祝金、寝たきり老人等在宅介護手当など）
・介護予防・地域支えあい事業   … １億１，１１９万円

　（各事業委託料、機械器具購入費）
・養護老人ホームきりん荘運営事業

……………１億７４７万円
・一般児童福祉費事業 ………………… ２，２２４万円
　（出産祝金、次世代育成支援行動計画策定委託料など）
・児童措置費事業 ……………………… ６，１８４万円
　（児童手当支給費）
・保育園管理運営事業  …………… １億２，２０４万円

・水田農業構造対策円滑化事業 ……… ３，００２万円
　（農政推進委員報償金、産地づくり推進助成金）
・農業農村整備事業 …………………… ５，４１０万円
　（石間地区農道・用排水路整備、七堀農村公園整備工事など）
・県単農業農村整備事業 ……………… ２，５７８万円
　（当麻地区農道整備・用排水路整備、鹿瀬地区排水路整備、
　  牧野地区農地防災工事、太田地区集落排水整備工事）
・農地環境整備事業  ……………… １億９，３９２万円
　（深戸地区治水盛土整備工事、県営農地環境整備負担金）
・土地改良事業 ………………………… ２，２１９万円
　（九島地区用排水路整備、大尾地区用水路調査設計委託）
・里地棚田保全整備事業 ……………… ２，０２７万円
　（水沢地区農道整備工事）
・民有林造林事業 ……………………… ５，０３０万円
　（作業道手取線開設工事、作業道山カブ沢線開設工
　  事、作業道漆沢蝉線開設工事）
・森林居住環境整備事業   ……………  ２億２８８万円
　（森林管理道根元山線開設工事、アクセス林道実川
　  線改良舗装工事、防火水槽整備工事）
・木質バイオマスエネルギー利用促進事業

…………… ４，５００万円
　（ペレットボイラー設置工事）

・患者輸送車運行事業 ………………… １，６０７万円
・幼児医療費助成事業 ………………… １，９８３万円
・予防接種事業 ………………………… ２，３６８万円
・循環型社会形成推進事業 ……… １憶１，１２６万円
・ごみ処理対策事業 ……………… １憶２，８７５万円
・阿賀町クリーンセンター管理運営事業

 …………… １憶９，２５９万円
・し尿再生処理場管理運営事業

 …………… １憶４，２０２万円

 

 



８月号　45　広報あが

　７月１９日（火）、東京都の憲政記念館において地域再生計画の認定式が行われ、小泉内閣総

理大臣から長谷川町長に認定証が授与されました。

　阿賀町が申請した地域再生計画は、町全域を区域とした『道整備交付金事業』で、今後県が

実施主体となる広域農道及び県営林道の開設事業、町が実施主体となる町道及び林道改良事業

を国から交付金をいただき整備を進めていく予定です。

　 　　【農山村魅力倍増計画】

　 　　新潟県、阿賀町

　 　　・広域農道東蒲原地区（県）　　　　　  ・県営林道西山日光寺線（県）

　　　　　　　　  ・町道津川払川線（町）　　　　　　　  ・町道天満下入ノ口淵ノ上線（町）

　　　　　　　　  ・町道西中道線（町）　　　　　　　     ・町道倉ノ平線（町）

　　　　　　　　  ・町道蝉ヶ平線（町）　　　　　　　     ・町道漆沢小手茂線（町）

　　　　　　　　  ・町道川口岩谷線（町）　　　　　　　  ・林道打出沢線（町）

　

　阿賀町として第１回目となる区長会議が、

７月２６日（火）、阿賀町教育文化センター（旧

谷花小学校）で開催され、津川地域、鹿瀬地域、

上川地域、三川地域の１２０行政区の区長さん

に委嘱状が交付されました。

　会議の冒頭、長谷川町長があいさつにたち、

町の発展には各地域の「融和」と「均衡ある

発展」がきわめて重要であり、開かれた行政

を遂行したいと述べる一方、円滑な行政運営

を進める上で、区長さんからは特段のご協力

をお願いしたいと結びました。

　その後、平成１７年度の主要事業について各

課長から説明があり、区長さんとの活発な意

見交換が行われました。

　７月２５日（月）、阿賀町文化福祉会館に

おいて東蒲原郡治山林道協会第５５回通常

総会が行われ、西入会林野整備組合（旧津

川町）が林道事業功績賞を受賞しました。

　当組合は、広域基幹林道「西山日光寺線」

の開設事業の重要性を深く認識し、事業用

地の確保等に積極的に取り組まれ、事業の

推進に尽力されました。

　その功績に対し今回の受賞となりまし

た。おめでとうございました。

　７月２７日（水）、町公民館（旧鹿瀬町公民

館）を会場に、「社会を明るくする運動　東

蒲原地区住民大会」が開催されました。

　本大会は、地域に根ざした誰もが参加で

きる幅広い活動を進めることにより、稀薄に

なった地域の連帯や家庭の絆を深め、夢や希

望を持って互いに支え合い、安全で安心して

暮らせる明るい社会づくりのため開かれてい

ます。

　当日は、小・中学生が、家庭や学校生活の

中で日頃考えていることや体験したことなど

の作文発表や広報映画を鑑賞し、非行や犯罪

のない明るい家庭、安心して暮らせる地域環

境づくりについて話し合いました。

　７月２２日（金）から７月３１日（日）までの１０日間、「夏の

道　ゆとりとマナーで　さわやか運転」をスローガンに、夏の

交通事故防止運動が実施されました。

　上川地区は７月２５日（月）、津川地区では２８日（木）にそれ

ぞれ交通指導所が開設され、２７日（水）には、鹿瀬地区で交

通危険箇所の巡回調査が行われました。

　上川地区交通指導所では、各関係機関と地元の小学校５年生

２８人が参加し、暑い中、うちわやチラシ、マスコット付き短

冊を配り安全運転を呼びかけました。

　短冊には、参加した子供達が交通安全の願いを込めた標語が

書かれ、それを笑顔で受け取ったドライバーは、自分の子供や

孫の顔を思い浮かべたのか、気持ちを引き締めていたように感

じられました。

　鹿瀬地区の交通危険箇所の巡回調査では、小雨の降る中、津

川警察署員や交通安全指導員、郡交通安全協会の皆さん２０人

が参加。巡回に参加した皆さんは、各地区からカーブミラーや

ガードレール、各種標識の設置の要望が出ている２９の危険箇

所を巡回し、現状の把握と今後の対応について検討を行いまし

た。

　皆さんも常に安全運転を心がけ、事故のない阿賀町を目指し

ましょう。



８月号　67　広報あが

　

７
月
31
日
㈰
、
上
越
市
高
田
の

春
日
中
学
校
で
、
第
56
回
新
潟
県

消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新
潟
県

全
域
か
ら
消
防
団
と
そ
の
応
援
団
、

約
二
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

阿
賀
町
か
ら
も
朝
早
く
に
応
援

団
が
駆
け
つ
け
、
壮
行
会
で
一
致

団
結
。
競
技
開
始
と
同
時
に
割
れ

ん
ば
か
り
の
歓
声
を
送
り
、
選
手

達
も
そ
の
声
援
に
応
え
る
べ
く
全

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

大
会
ま
で
の
約
３
ヶ
月
間
、
選

手
は
も
ち
ろ
ん
消
防
署
員
の
方
々

や
各
分
団
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
、
そ
し
て
６
月
か
ら

は
休
日
を
返
上
し
て
頑
張
っ
て
練

習
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
３
位
で
し
た
が
、
そ
の

成
果
は
見
て
い
た
他
市
町
村
を
驚

か
せ
、
表
彰
の
際
も
僅
差
で
あ
っ

た
と
の
講
評
で
し
た
。
ま
た
、
他

の
消
防
団
か
ら
は
年
齢
層
の
低
さ

に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
消
防
署
を

は
じ
め
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
各

関
係
機
関
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

　

指
揮
者
を
命
じ
ら
れ
て
か
ら
、

日
夜
訓
練
で
声
を
出
し
、
隊
員
達

を
ま
と
め
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
日
は
隊
員
よ
り

も
自
分
が
緊
張
し
て
し
ま
い
、
応

援
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
競
技

で
は
、
み
ん
な
が
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
以
上
の
も
の
を
出
せ
ま
し
た
。

３
ヶ
月
間
ご
声
援
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

あ
っ
と
い
う
間
の
３
ヶ
月
間
で

し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
十
分
発

揮
し
、
入
賞
で
き
て
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、

今
ま
で
ご
支
援
と
ご
声
援
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

　

大
会
が
終
了
し
た
今
、
思
い
起
こ

せ
ば
毎
日
が
辛
い
練
習
で
し
た
が
、

こ
の
練
習
で
得
た
も
の
を
今
後
は
町

の
消
防
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
消

防
署
の
方
々
、
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　

精
一
杯
頑
張
っ
た
結
果
３
位
。

優
勝
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
に
正

直
悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た
が
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
大
会
に
出
場
で
き

た
事
は
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

約
３
ヶ
月
間
ご
指
導
ご
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
今
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

　

自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
を

与
え
て
も
ら
っ
た
事
、
す
ご
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
消
防
署
の
人
や

各
分
団
、
役
所
の
人
達
か
ら
支
え

ら
れ
、
と
て
も
良
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
消
防
署
の
人
達
か

ら
は
色
々
な
事
を
学
べ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
経
験
を
ま
た
ど
こ
か

に
繋
げ
ら
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　

振
り
返
る
と
約
３
ヶ
月
間
の
練

習
は
短
く
感
じ
ま
し
た
。
結
果
は

３
位
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
指
導
、
ご
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　後任には、エバン・テリーホワイト先生が決定しています。次月号にインタビュー記事を掲載予
定です。お楽しみに！

　

　津川／阿賀町の人へ

　すばらしい１年間を過ごすことができました。阿賀町はとても美しいところで、私はきっと忘
れないでしょう。皆さんは私にとても親切にしてくださいました。私は色々なことを経験し、日
本についてたくさんのことを学びました。私が新潟に来たのは、ちょうど皆さんが水害から復興
した頃でした。そして秋には中越地震がありましたが、私はこの時初めて地震を経験しました。
新潟の復興が進み、より安全になることを祈っています。私は阿賀町の人々や世界の各国の人々
が、長岡地域の大きな被害を受けた方々を援助しているのを見て驚きました。皆さんのお幸せを
祈っています。
　新しいＡＬＴのエバンさんをよろしくお願いします。津川の児童生徒の皆さん、英語を一生懸
命勉強し、今後も頑張ってください。きっと楽しいことがあるはずです。
　この秋、私はニューヨークに戻り、大学院を卒業し日本美術館に就職します。アメリカに帰っ
ても、日本とつながりを持って生活していけるので嬉しいです。また阿賀町に来たいと思います。
いつか私のことを探してみてください。
　言葉に表せないくらいお世話になりました。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サラ・バウアー
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曜日
科名

月 火 水 木 金 受付時間等

内 科

新患－吉嶺

新患－鈴木

再来－川村

新患－鈴木

再来－吉嶺

新患－斉藤

再来－小山 (3 除く )

再来－鈴木 (3)

新患－川村

再来－吉嶺 (4 除く )

再来―鈴木 (4)

新患―鈴木 (12.26)

新患―吉嶺 (19)

再来－吉嶺 (26)

再来－川村（5.12.19)

 

●受付時間

   午前８時３０分から

   午前１１時３０分まで

脳神経外科、産婦人科

耳鼻咽喉科、整形外科

の診療科は午後診療で

す。

●午後診療の受付時間

  脳神経外科、耳鼻咽喉

  科は

  午後 1時から午後３

  時まで

●整形外科は午後１時３０

   分から午後４時３０分ま

   でです。

●産婦人科は、午後１時

   ３０分から午後３時３０

  分までです。

  外来直通電話

    内科

         ２－４１００

    外科

         ２－４１０１

   産婦人科

　　　２－４１０５

   小児科

         ２－４０５５

   整形、皮膚科、糖尿 

 　　  ２－４１２０

  地域連携

　　　２－３８６８

  会計窓口

         ２－３３１０

小 児 科 渡 部 医 師 新潟大学医師 渡 部 医 師 渡 部 医 師 渡 部 医 師

外 科 岡　 医 師 岡　 医 師 岡　 医 師 岡　 医 師 岡　 医 師

整形外科 中 禮 医 師

脳神経外科 水原郷病院
医師

産婦人科 がんセンター
医師

新潟大学医師

眼 科 新潟大学医師 新潟大学医師

皮 膚 科 新潟大学医師 新潟大坂本医師

耳鼻咽喉科 新潟大学医師 新潟大学医師

泌尿器科 山本　医師

内 視 鏡
エ コ ー
心エコー

胃カメラ
(毎週月曜日)

心エコー
・第１・３火曜 
  日 PM
  第１内科医師

大腸ファイバー

　皆さんこんにちは、津川病院の吉嶺です。いつも病院をご利用いただき大変ありがと

うございます。

　私たち津川病院職員一同は、阿賀町民の皆様の健康を守り、病気や障害を乗り越え、

ますます明るく楽しい生活を送っていただけるようご支援を続けてまいります。そのた

めには、皆様の声が反映された阿賀町行政と県立津川病院の共通の戦略が必要です。ぜ

ひとも皆様のご意見を私たちにお伝えください。そしてご一緒に最善の道を探していき

ましょう。

　県立津川病院について、関係機関と広く検討を行うため、６月２日（木）、６月３０日（木）に津川病院運営
協議会が開催されました。
　阿賀町の住民の皆様のためにどうあるべきか、多くの意見が出されました。

メンバーは、次のとおりです。
澤野県議会議員、阿賀町長、渡部信院長、鹿瀬診療所長、
三川しんあい園施設長、新潟日報津川支局長、
新津保健所長、阿賀町福祉保健課長、
同福祉保健課保健師 ､同保険年金課長、
同消防本部消防長、同基幹型支援センター、
同社会福祉協議会会長、東蒲の里代表、
有識者（神田敏郎）、津川病院院長ほか病院職員１５名

　
　　〒９５９－４４９７
　　　新潟県東蒲原郡阿賀町津川 200 番地
　　　　　☎　    ２－３３１１
　　　　ＦＡＸ　２－４９６４
　　　　皆様のご意見を下記までお寄せ下さい。
　　　　○ ホームページアドレス
　　　　　http://www11.ocn.ne.jp/̃tugawahp/
　　　　○ 県立津川病院内御意見箱
　　　　○ 手紙の場合は県立津川病院事務長宛

　

＊それぞれ指定された検診日時で受診できない方は、他の日程で都合のよい会場においでください。

＊送迎バスを運行する地区があります。送迎時間については、問診票に同封される送迎表をご覧ください。

 　役場福祉保健課　　   　　　☎２－５７６３　　　鹿瀬支所福祉保健係　☎２－３３３１

　　　　　　　　上川保健センター     　　       ☎５－２６３３　　　三川支所福祉保健係　☎９－２３１３

９月　１日（木）

や ま ぶ き の 里

津川１～１１区 午後１:３０～２:３０

９月１３日（火） 津川１２・１３区、後地、小野戸、芦沢、上ノ山、
西、赤岩、角島、京ノ瀬、大牧、雲和田 午前９:００～１０:００

９月２８日（水） 八ツ田、福取、田沢、八木山、倉ノ平、花立、
野村、天満、広沢、平堀、奥田 午前９:００～１０:００

９月　１日（木） 鹿瀬保健センター 鹿瀬１～１３組、深戸、角神、向鹿瀬１～７組

午前９:００～１０:００

９月１４日（水） 当 麻 公 民 分 館
当麻、徳瀬、中村、水沢、平瀬、夏渡戸、実川
島、小荒、菱潟、船渡、新渡、馬取、荒沢、麦
生野、徳石

＊ 9月２８日の検診時間が、４月当初のお知らせの午後から午前に変更になりましたのでご注意ください。

９月１３日（火）

上川保健センター

小山、三階原、芹田、小杉、岩井田、原、高出、
八田蟹、蝉、漆沢、栃堀、広瀬、楢山、鍵取、室
谷、粟瀬、明谷沢、小手茂、黒谷、相高島、安用、
押手、大尾、黒倉、丸渕、柴倉、土井、中山 午後１:３０～２:３０

９月２８日（水）
牧野、東岐、野中、高清水、九島、長木、七堀、
マコノ浦団地、栄、払川、太田、石畑、合川、
松ヶ丘、松ヶ丘団地、東山

９月１４日 (水 ) 三川保健センター
川口、白崎、吉津、岩谷、あが野ニュータウン、
岡沢、上島、谷沢、小花地、黒岩

午後１:３０～２:３０

９月２７日（火）

五 十 沢 会 館
上綱木、下綱木、古岐、新谷、行地、細越、
五十沢、中ノ沢

午前９:００～１０:００

旧 下 条 小 学 校 取上、石戸、長谷、熊渡、釣浜、石間、五十島 午後１:３０～２:３０
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羽化 

さなぎ 

上陸 
ふ化 

幼虫 

交尾 

産卵 

成虫 
寿命は約2週間 

カワニナを食べ、 
6回脱皮して 
終令幼虫になる 

6月 5月 7月 8月 4月（翌年） 水中生活 

■元気で戻ってきてね 
　～保育園児ヤマメ放流～ 

　7月13日（水）、鹿瀬・日出谷保育園児によるヤマメ

の放流が行われました。当日は、水着に着替えた園児

たちが荒沢区の馬取川に約3,000匹の稚魚を放流。漁業

組合の職員から稚魚を受け取った子どもたちは「大き

くなってね」、「元気に戻ってきてね」と声をかけなが

ら川に放しました。 

　放流を終えた子どもたちは、まだ冷たさの残る馬取

川に体をつけるなど夏の一日を楽しみました。 

■爆笑ものまねライブ 

　7月31日（日）、阿賀の里で開催された阿賀の川まつ

りに栗田貫一、略して「クリカン」のものまねライブ

が行われました。 

　ものまね四天王のクリカンが来るということで、会

場には大勢の人がつめかけ、クリカンのルパン三世、

郷ひろみ、細川たかしなど幅広いジャンルのものまね

レパートリーに会場は沸き上がりました。今年で２回

目となる阿賀の川まつりはこの他に、舟下りのワンコ

インキャンペーンや太鼓集団鼓無双ライブ、地元特産

品大抽選会も行われ会場を盛り上げました。 

　7月24日（日）、迅速な消火活動と消防技術の向上を

目的とした夏季訓練が鹿瀬、日出谷、豊実地区でそれ

ぞれ行われました。 

　この日、町消防団鹿瀬方面隊の各分団は、管轄する

区域内において火災が発生したという想定のもと訓練

を実施。消防車両のサイレンを鳴らしながら現場に到

着した団員は、ホースを何本もつなぎ想定火点にむけ

た消火活動に汗を流しました。 

■迅速な消火活動を展開　～消防団鹿瀬方面隊夏季訓練～ ▲ヤマメの稚魚を放流する保育園児たち 

■アメリカから中学生がやって来た！ 

　アメリカ・テネシー州マクミンビル市の中学生14名が、

7月30日（土）から8月1日（月）までの3日間、三川地区の家庭

にホームステイし、日本の文化や風習に触れながらホストフ

ァミリーと楽しい一時を過ごしました。 

　マクミンビル市一行は、7月28日（木）に来日し、東京で2日

間過ごして30日（土）に来町しました。ホテルみかわでのウェ

ルカムパーティーでホームステイ先の家族と対面すると、以前

から知り合いだったかのような気さくさで話してくれました。 

　日本に来る前の準備として、はしの練習をしてきたという

ことで、料理ははしを使って上手に食べていました。パーテ

ィー終了後はホームステイ先の家で2日間過ごし、言葉のわ

からない者同士でしたが、舟下りや川遊びなどしながら交流

していました。 

　阿賀町滞在最終日には三川中学校でお別れ交流会が行われ、

マクミンビル市の生徒によるダンス、三川中学生による合唱、

一緒になってのゲームで交流を深めました。最後にマクミン

ビル市の代表生徒と引率の先生が「貴重な滞在ができました。

このような出会いがこれからも続きますように。皆さん本当

にありがとう。」とあいさつしました。三川中の生徒さんたち

も、「もっともっと英語を勉強してコミュニケーションがとれ

るようになりたい。」と、英語への関心を高めていました。 

　7月11日（月）、豊かな自然が残る上川地区たきがしら湿原を会場に、町公民館上川分館主催による「蛍・

星座鑑賞会」が開催されました。 

　当日は、あいにくの曇り空で、七夕のおりひめ星・ひこ星などの「夏の大三角形」は見ることができませ

んでしたが、たきがしら湿原に生息するゲンジボタルを観察することができました。ゲンジボタルは、恋を

する6月下旬～7月上旬頃が一番多く見られる時

期と言われています。 

　講師の田端徹先生（五泉市理科教育センター）か

らは、「たきがしら湿原は蛍が生息するのに適した

場所です。えさが豊富で沢の水もきれい。それに、

草木・コケが茂っていて産卵場所もある。この環

境をみんなで守っているからこそ、毎年たくさん

のゲンジボタルを見ることができるんですね。」と

お話があり、参加した皆さんは感心しながら幻想

的な時間を過ごしていました。大勢のご参加あり

がとうございました。 

■夏の風物詩！「蛍・星座鑑賞会 in たきがしら湿原」 
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８月号　1213　広報あが

　阿賀町体育協会

　阿賀町駅伝大会実行委員会

　阿賀町体育指導委員会

　平成１７年１０月９日（日）【雨天決行】

　　小学生の部・・・６区間（男女共通）

　　中学男子の部・・５区間

　　中学女子の部・・６区間

　　一般男子の部・・５区間（高校生以上）

　　一般女子の部・・５区間（高校生以上）

　　混合の部・・・・６区間（女子 2名以上）

　選手は自らの健康に自信のある者で、1チー

ム 5 名以上 7 名以下（小学生・中学生女子・

混合 6名以上 8名以下）とする。

　走者 5名（小学生・中学生女子・混合 6名）

のうち次の要件の何れかを満たす者 3名以上

（小学生 4名以上）とし、2名以下の場合はオー

プン参加による。

　■阿賀町在住・在学・在勤・出身による者

　■阿賀町体育協会に加盟、所属する者

　１チーム 3,000 円（学生は無料）

　９月１６日（金）まで

区　間 距　離 コ　　ー　　ス

第１区 3.45 ㎞ 津川中Ｇ 1周～三興建設駐車場～津川中Ｇ

第２区 3.00 ㎞ 津川中Ｇ～城山トンネル～三嶋神社

第３区 1.36 ㎞ 三嶋神社～田部鉄工駐車場

第４区 3.05 ㎞ 田部鉄工駐車場～河川敷入り口

第５区 2.85 ㎞ 河川敷入り口～津川中Ｇ 1周

合　計 13.71 ㎞

区　間 距　離 コ　　ー　　ス

第１区 1.20 ㎞ 津川中Ｇ 1周～きりん山公園駐車場

第２区 1.80 ㎞ きりん山公園駐車場～三嶋神社

第３区 1.36 ㎞ 三嶋神社～田部鉄工駐車場

第４区 1.80 ㎞ 田部鉄工駐車場～ダチョウ牧場

第５区 1.25 ㎞ ダチョウ牧場～河川敷入り口

第６区  2.85 ㎞ 河川敷入り口～津川中Ｇ 1周

合　計 10.26 ㎞

　阿賀町駅伝大会実行委員会では、当駅伝大会を町内の皆様から支えていただき、大きな大会にしたいと考え

ております。

　また、当駅伝大会コースは、人通りや交通量が多い箇所、道幅が狭い区間など注意を要する箇所が多くあり

ます。このため、選手の安全を最優先に考え、応援などで路肩に駐停車する行為や、選手の伴走などで他の交

通の迷惑となる行為は一切禁止とします。

　そこで、チーム関係者（監督・保護者等）及び一般の方々からご協力いただき、より安全に大会が運営でき

ることを願って走路員を募集します。

※申込みをされた方には、走路員としての立ち位置の要望をお受けします。

　お子様・チーム関係者が走る区間の走路員として申込みをすれば、チームが失格にならずに応援することが

　できます。

※要望は受け入れられない場合もあります。

　　９月１６日（金）まで

　　　阿賀町体育協会各支部

　　　津川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　☎　２－２７７１

　　　阿賀町公民館（鹿瀬）　　　 ☎　２－３３３４

　　　上川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　☎　５－２２８８

　　　三川Ｂ＆Ｇ海洋センター　　☎　９－３６７１

　７月１０日（日）、津川カントリークラブで第１６回

津川地区ゴルフ大会が開催されました。

　参加された皆さん、大変お疲れ様でした。

　結果は次のとおりです。

）

　　　優　勝　長谷川　孝　一

　　　第２位　松　崎　敏　彦

　　　第３位　長谷川　義　久

　　　優　勝　宗　村　宗　光

　　　第２位　中　村　敏　雄

　　　第３位　長谷川　　　修

　　　優　勝　皆　川　八保子

　　　第２位　折　居　美紀子

　　　第３位　齋　藤　啓　子

　　　優　勝　ゴルフ好きなお友達

　　　第２位　ライオンズクラブ

　　　第３位　上ノ山

　７月２３日（土）～２４日（日）、静岡県浜松市佐鳴湖

漕艇場で、第２５回全国中学選手権競漕大会が開催

されました。

　阿賀町からは、ジュニアボートクラブ員４クルー

２１人が参加しました。

　特に、女子ダブルスカルの井黒なつきさん・佐藤

茉衣さんが見事決勝に進出し、６位入賞を果たしま

した。

　来年度の大会は、宮城県で開催されます。皆さん

もジュニアボートクラブに参加し、全国大会へ出場

してみませんか。

　今後も、ジュニアボートクラブ員へのご声援をお

願いします。

　７月３１日（日）、津川スポーツパークテニスコートにおいて、

第２１回津川オープンテニス大会が開催されました。

　大会には、町内外から男子ダブルス２０組、女子ダブルス

１０組、シニアクラス６組、計３６組７２人が参加し、白熱した

試合が展開されました。

　選手、役員の皆さん大変お疲れ様でした。

　結果は次のとおりです。

　

　優　勝　加藤直樹（テニスステージ）・大窪良太（セルフィッシュ）

　準優勝　木竜信夫　・　更級　誠

　第３位　中川　司（五泉ＴＡ）・渡辺和仁（水原公式ＴＣ）

　優　勝　真田サクラ（ＪＴＣ）・和田秀子（ササキＴＣ）

　準優勝　坂井久美子（マリンブルー）・内藤知子（マリンブルー）

　第３位　桑原光代　・小田麻生子

　優　勝　渡辺理保（新発田ＴＣ）・石塚健児（東青山ＴＣ）

　準優勝　田辺賢治（ササキＴＣ）・古泉美知子（ササキＴＣ）

　第３位　宗村宗光（津川ＧＴＣ）・長安敏夫（津川ＧＴＣ）

　９月４日（日）、第１３回阿賀野川レガッ

タが開催されます。

　大会当日、県立津川漕艇場付近及び駐

車場は大変混雑します。参加される皆さ

んはなるべく乗り合いでご来場くださ

い。

　本大会での皆様のご活躍を期待してい

ます。



８月号　1415　広報あが

　７月１３日（水）・２０日（水）の両日、上川分館を会場

に、町公民館上川分館主催によるシルバーアクセサ

リー教室が開催されました。

　参加した皆さんは、工房『竜』・樋口賢竜先生（土

井区在住）の指導のもと、オリジナルのシルバーアク

セサリーを真剣に創作しました。仕事が終わってから

のひと時、和やかな雰囲気の中、楽しそうに作業をし

ていました。

　毎年恒例となった山形県三川町の小学生と三川小学

校の児童親善交流会が、７月２７日（水）～２８日（木）の

２日間、中ノ沢森林科学館とＹＯＵ＆湯ホテルみかわ

を会場に行われ、今年は、山形県三川町から３校の６

年生と引率の先生など合わせて３８人が来町しました。

　正午前に到着した一行は、地元三川小学校６年生の

歓迎を受け、その後、両校の児童を組み合わせたグルー

　７月２８日（木）から町公民館鹿瀬分館主催の「陶芸教

室」が始まりました。今回は「日常的に使える陶器を作

る」ことをテーマに、色粘土を使った小皿やコーヒー

カップ作りに挑戦。

　講師に工房『竜』・樋口賢竜先生（土井区在住）を迎

え、親切丁寧な指導のもと、技法を変えながら作品を形

作り、色付けや焼き作業など６回の工程を重ね作品を完

成させます。初回となったこの日、受講生２０名は土のひんやりとして柔らかな感触を味わいつつ、出来上が

りをイメージしながら指先やへらを使って思い思いの形に作り上げていきました。作業は終始和やかな雰囲気

の中で進み、初めて陶芸に挑戦する方もいましたが、そんな時はベテラン受講生がそっとアドバイスをしてあ

げたり、互いの作品を眺めあいながら、自分だけのオリジナル陶器を使って食べるおいしい料理の話をしてい

る姿もみられました。

　作品は１０月中に完成し、出来上がった作品は町の文化祭等に出品展示する予定です。

● ●

　８月１日（月）～２日（火）、あすなろ森林公園を会場に

１泊２日のキャンプ体験が開催されました。

　当日は、町内小学４～６年生５２名が参加し、１日目

は樋口賢竜さん・節子さん（土井区在住）指導の元、オ

リジナルスタンプと首飾りをみんなで楽しく作り、その後、国指定文化財小瀬ケ沢洞窟、室谷洞窟等を見学・

探求し、宿泊会場あすなろ森林公園バンガローに移動。各班に分かれ和気あいあいの中、カレーライスを作っ

たり花火大会を行い、１日目は終了しました。

　２日目、寝ぼけまなこをこすりながらみんなでラジオ体操を行い、朝食のハムエッグでおなかを満たした後、

雨天により会場を変更し上川Ｂ＆Ｇ海洋

センターでプールあそびを行いました。

最後に１日目に作ったオリジナルスタン

プを使ってメッセージカードに２日間の

感想を書いて“ひと夏の楽しい思い出”

は終了しました。

　今回も、公民館サポーターズクラブが

引率指導者アシスタントとして大活躍。

子供たちにとっては“とても頼もしいお

兄ちゃん”的存在でした。

　夏休みも残りわずか！真っ黒に日焼け

した元気な姿で新学期また会いましょ

う！

プに分かれ交流会を行いました。

　交流会では、中ノ沢森林科学館の明石先生の指導で、来町記

念にペン立て・小物入れをそれぞれ創作し、翌日は、ＹＯＵ＆

湯ホテルみかわで温泉スライダーを楽しみました。

　新潟・山形の三川っ子にとって思い出深い夏休みとなったこ

とでしょう。



８月号　1617　広報あが

　皆様のご協力により、740,500 円の募金がありま

した。寄せられた募金は、さまざまな森林に変わり

ます。ご協力ありがとうございました。

　新潟市青少年課では、恵まれた自然環境の中での

集団生活、野外活動、自然観察等を通じて、心身と

もに健全な青少年を育成することを目的として旧三

川村に設置している新潟市青少年三川自然の森の管

理運営業務を効果的、効率的に実施するため指定管

理者を募集します。

　募集についての詳細は、新潟市ホームページに掲

載します。

　http://www.city.niigata.niigata.jp

　町では、 地域特性を活かした魅力ある地域づくりを進めるため、  「地域づくり活性化支援事業」を実施し

ています。

　これは、 町民の自主的な地域づくり活動への意欲を喚起し、 町民が行う地域活性化につながる事業に対し

て助成を行うものです。

　助成の対象となるのは、下記に該当する事業となります。

       

　　本　　庁　津川地域振興課　☎ 2－ 5769 　　 鹿瀬支所　鹿瀬地域振興課　☎ 2－ 3330

　　上川支所　上川地域振興課　☎ 5－ 2211　　　 三川支所　三川地域振興課　☎ 9－ 2311

　※申請・問い合わせについては、事業実施地域の地域振興課にご連絡ください。

地場産業の
振興・特産
品の開発

●事業への助成は、単年度につき
　50万円を助成の限度とする。
●対象事業は新規事業のみとし、
　助成期間は3年間を限度とする。
（既に行われているものは対象外）
●研修等の場合は、研修が終了し
　て１年以内に、それに係る事業
　又は事業の準備を開始すること
　を条件とする。
●集落活性化事業については、総
　会等で承認を得るなど、集落の
　総意によるものであること。
●集落の伝統行事を活用する事業
　については、保存や継続のみに
　関するものは対象としない。　
　（地区の祭り、盆踊りなど。）

①町内の旅館や飲食店等と連携し、阿賀町の名
　物郷土料理を開発・販売するような事業
②町内の事業所が、新規事業を導入して雇用の
　増加を図るために行う試作・研究等の事業
③特産品の開発や農林水産物の販路の拡大・収
　益の向上等により、観光産業やその周辺地域
　に経済効果をもたらすことができる事業

●設備の整備費、購
　入費
●研究、調査費
●技能や技術の習
　得、研修に要する
　費用（交通費、宿
　泊費等）
●講師の謝礼、招致
　に要する交通費等
●イベント等の開催
　費用
●チラシ、パンフレ
　ットの作成など宣
　伝費用
※原材料費、食費に
　ついては対象とし
　ない。

地域づくり
・ 集 落 の
活性化

①地域のイベントなどを実施することで地域の
　結束力を高め、その地域が元気になるような
　事業
②集落の伝統行事や地域資源などを活用して、
　より発展的なものにしていくような事業
③集落が総ぐるみでその集落の“価値づくり”
　に取り組む事業（例：蕎麦の里づくり等）

特 認 事 業
①上記にないものであって、町長が特に必要と
　認める事業

　町では、町内における事業所の新設・増設を促進

するため企業誘致制度を実施しています。

　これは、新規企業の誘致を図ることにより、阿賀

町の産業の振興と安定的な雇用の場の増加を目指す

ものです。詳しくは町役場企画課企画調整係（☎

2-3114）までお問い合わせください。

・　当該地域における雇用の増大及び安定等、地域社

　会の発展に寄与するものであること。

・　町の総合計画や各種計画に適合するもの、又は当

　該地域の産業に支障をきたさないもの。

・　公害の発生する恐れのないもの、かつ公害発生の  

　未然防止に必要な措置を講じているもの。

・　新設または増設される工場で、これを構成する建

　物及びその附属設備、構築物など土地を除く固定

　資産の取得額の合計が 500 万円を超えるもの。

・　取得固定資産税の 5か年の課税免除

・　国・県補助金制度等のあっせん　　　　等
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落雪式 耐雪式 融雪式 高床式

　学校、病院、旅館、工場、事業所、興業所、百貨

店等 ( 大規模な小売店舗を含む ) その他多数の者が

出入り、勤務し、又は居住する建物で消防法に定め

る面積及び収容人員によって、一定の資格を有する

ものを防火管理者として選任することが義務付けら

れています。

　消防本部では、消防法に基づき甲種防火管理新規

講習会を、下記のとおり実施します。

　第１日目　１０月１２日（水）

　　　　　　午前８時５０分～午後４時２０分

　第２日目　１０月１３日（木）　

　　　　　　午前９時～午後４時４０分

　津川総合福祉保健センター　　　　　

　　　　　　やまぶきの里

　８月２５日から９月２６日

　※受講申込書は、阿賀町消防本部又は各分遣所に

　　用意してあります。

　５０名 （定員になり次第締め切らせて

　　　　　　いただきます。）

　テキスト代として４,０００円（税込）

　町消防本部予防課　予防係まで

　　　　　　　☎ 2－ 0119

　平成１７年度下水道排水設備工事責任技術者認定
試験を下記のとおり行います。

 　                
　　次のいずれかに該当する人 
　⑴　土木及び建築関係等の専門課程を卒業した人  
　⑵　高校卒業以上で実務経験１年以上を有する人   
　⑶　実務経験２年以上を有する人               

　受付期間　９月５日（月）～９月１６日（金）
　受付場所　役場企業課下水道係  
　（申込用紙等も下水道係に用意してあります。）

期　日　１０月２５日（火）
　　　　　　時　間　午後１時３０分～４時３０分   
　　　　　　（受付は午後 1時からです。）    
　　　　　　会　場　新潟市産業振興センター
　　　　　　受講料　５,０００円

　期　日　１１月２０日（日）
　　　　　　時　間　午前１０時～正午
　　　　　　（試験会場入室開始は午前９時からです。）
　　　　　　会　場　朱鷺メッセ
　　　　　　受験料　３,０００円

　役場企業課下水道係　　☎ 2－ 5766
　㈶新潟県下水道公社　　☎ 025 － 271 － 1151 

　冬季の住宅屋根雪を人力で下ろす必要のない、克雪住宅建設の普及促進を図る目的として克雪住宅の建設を
行う方に対し、建設に要する費用の一部を助成いたしますので、希望者はご利用ください。
○対象者
　・阿賀町に居住する方、又は居住が確定している方
　・克雪住宅を新築、増改築及び改良により建設する方（賃貸住宅、物置、車庫等は対象外）
　・町税等の滞納がない方　等
○助成額
　・克雪住宅建設に要した工事費
　　に対して助成します。
　　（1戸当たり限度額 50万円）
○対象となる克雪住宅
　　　　（右図）

  施設に入居している人の居住費と食費は介護保険の給付対象となっていますが、在宅でサービスを利用して

いる人の居住費や食費は自己負担となっています。利用者負担の公平性を図るために施設給付が見直され、 居

住費・食費が全額自己負担となります。

　　 ○居住費用とは……施設の利用代（減価償却費）＋電気、ガス、水道等の光熱費に相当する費用

　　 ○食費とは…………食材料費＋調理コストに相当する費用            ※栄養管理は保険給付対象

　◆介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、短期入所介護、短期入所療養介護（ショー

　　トステイ）では

　　　現　行         介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食費の一部

　　　          介護サービス費用の１割＋日常生活費

  ◆通所介護（デイサービス）、通所リハビリテーション（デイケア）では

　　　現　行         介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食費の一部

　　　      介護サービス費用の１割＋日常生活費＋食費の全額

※利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが、水準となる額が定められます。

　　

　低所得の人の施設利用が困難とならないように、所得に応じた負担限度額（下表）までを自己負担し、残り

の差額分は介護保険から給付されます（特定入居者介護サービス費）    ※通所サービスにおける食費は除きます。

   

　＊低所得者の食費・居住費等の負担は、以下の額を限度とする。

利用者負担

第３段階

世帯全員が市町村民税非課税

であって、利用者段階第２段

階以外の人

２.０万円

ユニット型個室 ５.０万円

ユニット型準個室及び従来型個室 ４.０万円

多床室 １.０万円

利用者負担

第２段階

世帯全員が市町村民税非課税

であって、合計所得金額＋課

税年収額が 80万以下の人

１．２万円

ユニット型個室 ２.５万円

ユニット型準個室及び従来型個室 １.５万円

多床室 １.０万円

利用者負担

第１段階

世帯全員が市町村民税非課税

であって、 老齢福祉年金受給

者又は生活保護受給者

１．０万円

ユニット型個室 ２.５万円

ユニット型準個室及び従来型個室 １.５万円

多床室 ０万円

 多床室を利用した場合（月額）

利用者負担段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階 （第１～
３段階以外の人）

利用負担内訳 利 用 者

負担合計１割負担 居住費 食　費

1.5万円 － 1.0万円 2.5万円

2.5万円 － 1.5万円 4.0万円

3.0万円 － 2.6万円 5.6万円

利用負担内訳 利 用 者

負担合計１割負担 居住費 食　費

1.5万円 0万円 1.0万円 2.5万円

1.5万円 1.0万円 1.2万円 3.7万円

2.5万円 1.0万円 2.0万円 5.5万円

2.9万円 1.0万円 4.2万円 8.1万円

【現　行】   【 平成 17 年 10 月から】

上条小学校仮設校舎
リース契約

両 郷 地 内 平成17年7月1日 10 業者 58,170,000
㈱ 福 田 組
阿賀東蒲営業所

平成18年3月31日まで

下水道台帳作成業務
委託

津川・平堀・
天満・野村・
西・赤岩地内

平成17年7月22日 ６業者 5,250,000
㈱ 日 測
新 潟 支 店

平成18年3月8日まで

平成17年7月1日～平成17年7月29日まで

　※詳しくは、役場建設課管理

　　係までお問合せください。

　　（☎ 2－ 5765）
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　国民年金は、２０歳になったら学生・社会人を問

わず全員が加入する制度で、２０歳から６０歳まで

の４０年間保険料を納めることにより、満額の老齢

基礎年金が受けられる仕組みとなっています。

　保険料を納めていない期間があると、老後の支え

となる老齢基礎年金が減額されたり受けられなく

なったりしてしまうだけでなく、もしものとき障害

基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合もあり

ます。

　年金について身近に感じられず、まだ先のことと

思うかもしれませんが、自分自身の将来や老後のこ

とを考えて、２０歳になったら忘れずに国民年金へ

の加入の手続きをしましょう。

　国民年金の保険料は月額13,580円 (平成17年度)

ですが、所得が少ないなどの理由により保険料の納

付が困難な方のために、申請のうえ承認されること

により保険料の納付が免除または猶予される制度が

あります。

　保険料免除制度には『全額免除制度』、『半額免

除制度』があり、納付猶予制度には、３０歳未満の

方を対象とした『若年者納付猶予制度』があります。

　いずれの制度も、原則として前年の所得を基準と

して審査されます。

　なお、保険料免除制度及び納付猶予制度の承認期

間は、老齢基礎年金を受け取るために必要な資格要

件（受給資格期間）には算入されますが、年金額を

計算するうえで、全額免除期間は３分の１、半額免

除期間は３分の２で計算され、納付猶予期間は年金

額に反映されません。

　将来、満額の老齢基礎年金を受け取るためにも、

保険料を遡って納める、追納（免除承認期間につい

て、保険料を遡って納めること）をおすすめします。

　追納は、承認を受けた年度末から１０年以内であ

ればできますが、２年を過ぎると、当時の保険料に

加算額がつきますので、お早めに追納いただくこと

をおすすめします。

　４０才以上 （平成１８年３月３１日現在） で加入保険に

脳ドック制度がない方。

（＊現在、脳疾患で受療中の方は対象となりません。）

　脳ドックにかかった費用の２分の１を助成し、１

人あたりの上限は２万円までです。

（１００円未満は切り捨てです。）

　希望者は８月２９日（月）から９月２日（金）まで下記へ

お申し込みください。

（その後、該当者の方に通知が郵送されます。）

　脳ドックを行っている医療機関。個人で希望する

医療機関に予約をしてください。

＊医療機関が分からない方は、本庁・各支所にお問

　い合わせください。

　・役場福祉保健課保健指導係

　　　　　☎ 2－ 5763　内線（126）（127）（128）

　・鹿瀬支所福祉保健係　　☎ 2－ 3331

　・上川保健センター　　☎ 5－ 2633

　・三川支所福祉保健係　　☎ 9－ 2313

　７月１５日（金）に行われた３歳児健診でむし歯のな

かったお子さんを紹介します。

加　藤　陽　太 政　人 上ノ山区

長谷川　　　楽 浩　一 平 堀 区

鈴　木　伊　織 一　成 鹿 瀬 区

江　川　　　豪 忠　太 小 山 区

　９月５日（月）

　　　　　受付：午後１時３０分～２時

　津川総合福祉保健センター

　　　　　やまぶきの里

　 津川地区・鹿瀬地区・上川地区在住の方

　平成１７年６月５日までに生まれ、まだ

　　　　　Ⅰ期初回、追加接種をしていない児。

　予診票・母子健康手帳

先月号で記載した記事の中で誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

３ 施政方針（左下表）
平成 16 年度特別会計当初予
算

平成 17 年度特別会計当初予
算

２８
阿賀町指定ごみ袋について
お知らせします

コメリ・ハード＆グリーン津
川店　TEL 4-1034

コメリホームセンター津川店
TEL 4-1160


